
取り組んだ成果と課題

三原市立中之町小学校

令和5年度小学校教科担任制推進事業

【主な取組】
１ 時間割の工夫

２ 空き時間の活用⇒お互いに授業参観

３ チーム高学年会議の定例化

【以下の視点での成果と課題】
①授業の質の向上（授業改善）
②多面的な児童理解（児童理解）
③小・中学校の円滑な接続
④教師の負担軽減（業務改善）
⑤その他



１.時間割の工夫

3.チーム高学年会議1.時間割の工夫

・それぞれの教科
担が動きやすい
時間割

・月曜日の１時間
目は担任授業に
なるように

・同じ教科でいつ
も同じクラスの
授業が先になら
ないように

・行事前には特別
時間割

2.空き時間の活用

１.時間割の工夫

3.チーム高学年会議1.時間割の工夫

成果
・なるべく続けて同一学年の授業に行けるように組んだこと

で、５分間で教師がスムーズにクラス移動できた。（授業

の始まりを意識できた）（④業務改善）

・月曜日の１時間目は担任授業になるようにすることで、週

初めのクラスの児童の様子を把握することができた。

（②児童理解）

・同じ教科でいつも同じクラスの授業が先にならないように

したことで、改善授業がいつも同じクラスにならないよう

にできた。（①授業改善）

・行事前には特別時間割を組むことで、その期間、時間割変

更をしなくて済んだ。（④業務改善）

2.空き時間の活用



２.空き時間の活用⇒お互いに授業参観

3.チーム高学年会議1.時間割の工夫

【持ち時数の軽減】⇒空き時間ができる！！

週当たり 空きコマ数指導する教科

９５・６年書写、５年社会５年１組担任・研究主任

７５・６年図画工作、５年体育５年２組担任

６５・６年外国語、６年社会６年１組担任・生徒指導担当

４５・６年家庭科、６年体育・音楽６年２組担任

７３～６年理科理科専科・探究型授業推進

９５・６年国語、４年図画工作教科担任制推進・教務主任

空き時間を活用し、お互いの授業を参観。（週1回以上)

→チーム高学年会議の中で、気付きを交流し、
チームで授業改善に努めている。

2.空き時間の活用

3.チーム高学年会議1.時間割の工夫 2.空き時間の活用

成果
・空き時間に、教材研究をしたり、互いの授業を参観したりする

ことができた。（①授業改善）

・授業を見合うことで、授業づくりにおける有効な手立てを共有

するなど、指導方法について学びを深めることができた。

（①授業改善）

・自クラスで教科担が授業をしている間、自クラスで丸付けなど

しながらクラスの様子を観察することで、他教科での自クラス

の子供たちの様子を見ることができた。（②児童理解）

・担当教科が絞られたことで、授業準備がしやすくなった。成績

処理の際に負担が軽減された。（①授業改善、④業務改善）

２.空き時間の活用⇒お互いに授業参観



3.チーム高学年会議1.時間割の工夫 2.空き時間の活用

課題⇒改善 (案)
・若手の先生にとって、授業をしない教科が出てくる。
（①授業改善）
⇒意識して、他の先生の授業を参観し、学ぶようにする。

・自クラスで担任が使える時間が減るので、宿題の答え合わ
せやテスト返し、授業内容の補足等の時間をどのよう
に確保するか。（④業務改善）
⇒高学年会議で授業の進捗状況も確認することで、時間割

を調整したり、担任と連携したりするようにする。
・授業参観を確実に実施していないことがあった。
（①授業改善）
⇒週案作成の際に、参観する授業を決め、授業者に伝

えておく事で、確実に実施できるようにする。

２.空き時間の活用⇒お互いに授業参観

3.チーム高学年会議1.時間割の工夫 2.空き時間の活用

３.チーム高学年会議の定例化
毎週水曜日16：00～

・学級の様子、高学年全体の児童の様子の交流

→高学年として取り組んでいくこと等

・授業の進捗状況の交流

・授業参観の気付きの交流

・学習方法の共有

・アンケート結果についての交流

・次週の計画（週案）

→授業参観も決定



3.チーム高学年会議1.時間割の工夫 2.空き時間の活用

３.チーム高学年会議の定例化

成果
・予定の見通しを共有することができる。（①授業改善）
・児童の様子（変化）を迅速に把握し、対応することがで

きる。（②児童理解）
・クラス、学年の様子から高学年として取り組むことを話

し合い、すぐに実行、評価、改善できる。
→PDCAサイクルが上手く回っている。（⑤その他）

・高学年会議で出た内容を暮会等で全体へ周知することで、
学校全体の取組へ広げることができた。（⑤その他）

・５・６年に関わっている教師全員で子供たちを育てると
いう意識が生まれた。（②児童理解）

アンケートの結果より

肯定的評価児童アンケート

９２．２％（県87.2％）
③教科担任制で学ぶことで、授業内容がよく分かるよう
になった。 （授業改善）

①授業の質の向上について（授業改善）

肯定的評価教師アンケート

１００％（県93％）
【とてもあてはまる ６０％（県51.1％）】

①教材研究の深化や教材の工夫等による授業改善につながっ
た。 （授業改善）

１００％（県89.8％）
②専門性を生かした学習指導の充実につながっている。

（授業改善）

１００％（県90.9％）
【とてもあてはまる ６０％（県42.5％）】

③担当する教科に対して系統的な指導ができている。
（授業改善）

１００％（県75.3％）
【とてもあてはまる ８０％（県24.2％）】

④教科や指導方法など、教職員間の意見交換の機会が増加し
ている。 （授業改善）



アンケートの結果より

②多面的な児童理解について（児童理解）
肯定的評価児童アンケート

９３．３％（県85.9％）④色々な先生と話す機会が増えた。（児童理解）

７４．１％（県72.1％）⑤悩みを相談できる先生が増えた。（児童理解）

肯定的評価教師アンケート

１００％（県95.1％）
【とてもあてはまる ６０％（県58.9％）】

⑤担当する学級の児童について、日常的に高学年の教員と情
報共有ができている。 （児童理解)

１００％（県92.5％）
【とてもあてはまる ６０％（県40.9％）】

⑥担当する学級の児童に対して、組織的な生徒指導ができて
いる。 （児童理解)

アンケートの結果より

④教師の負担軽減について（業務改善）

肯定的評価教師アンケート

１００％（県96.5％）
【とてもあてはまる ４０％（県38.2％）】

⑦指導教科数の減少による教材研究の時間の確保などの業務
改善につながっている。（業務改善）


